
スミセイ Vitality カップ 

JVA 第 46 回全日本バレーボール小学生大会 

富山県大会開催要項 

 

 

主 催 （公財）日本バレーボール協会／ （一社）日本小学生バレーボール連盟／読売新聞社 

 

後 援    富山県教育委員会／（公財）富山県スポーツ協会／黒部市教育委員会 

（公財）日本スポーツ協会・日本スポーツ少年団／報知新聞社 

 

特 別 協 賛 住友生命保険相互会社 

協 賛      ゼビオグループ／デサントジャパン株式会社／株式会社ピーアンドピー浜松 

丸大食品株式会社 

協   力 株式会社プレナス 

 

ｵﾌｨｼｬﾙﾎﾞｰﾙ （株）モルテン／（株）ミカサ 

 

主 管    富山県バレーボール協会／富山県小学生バレーボール連盟 

全日本バレーボール小学生大会富山県大会実行委員会 

 

1. 大会の趣旨 ① 教育的環境のもとにバレーボールを通じて県内の児童と親睦を図る。 

②  バレーボールによって小学生の体位向上と体力養成に努め、心身共に健全な体力 

つくりをする。 

③ 低年齢層からバレーボールの基本技術を正確に習得させ、楽しいゲ－ムができる 

ように指導する。 

 

２ 開 催 日 時 

大会１日目 ６月２０日（土） 大会２日目 ６月２１日（日） 

開場時間 ８：００ 開場時間 ８：００ 

受付時間 ８：１５〜８：３０ 受付時間 ８：１５〜８：３０ 

監督会議 ９：００（１階研修室） 監督会議 ８：４０（大会本部室） 
開会式 ９：２０ 開始式 ８：５０ 

競技開始 １０：００予定 競技開始 ９：００予定 

※大会２日目の決勝戦については、男・女・混合同時に開始する。 

 

３ 会 場  黒部市総合体育センター メインアリーナ Ａ・Ｂ・Ｃコート 

                      サブアリーナ  Ｄコート 

         

４ 参 加 資 格 ① 令和８年４月１日に１２才未満の者で、同年、５月１日現在、国・公・私立の 

          小学校及び各種学校に在籍している者。 

        ②  （公財）日本バレーボール協会加盟団体登録規定に基づき令和８年４月 1 日以降 

都道府県（ブロック）大会参加申込書締め切り日までに、（公財）日本バレーボー 

ル協会－ＭＲＳの登録を済ませること。 

          尚、都道府県スポーツ少年団に加盟しているチームも同様の手続を済ませること。 

         

５ 競 技 規 則 令和８年度（公財）日本バレーボール協会の定める６人制競技規則による。 

但し、別に定める小学生バレーボール競技規則を採用する。 

セーフティータイムアウトについて、第１セット及び第２セットでは、リードするチ

ームが１１点に達したときに自動的に適用され、第３セットでは、リードするチーム



が８点に達したときコートチェンジ後に適用される。場所はベンチ横からウォームア

ップエリアの間のフリーゾーンとし、３０秒間とどまること。 

小学生規則の検証により、下記規則の検証を適用する。 

・ 監督は、自チームのアタックラインの延長線からウォームアップエリアまでのフ

リ―ゾーン内で、立ちながらでも歩きながらでも指示を出すことができる。この

時、ラインジャッジの視界を遮ってはならない。 

・ 相手コートに侵入している片方の足（両足）の一部が、センターラインに触れて

いるかセンターライン真上の空間にあれば、この動作が相手チームのプレーを妨

害しない限り、足首より上の身体のどの部分が相手コートに触れてもよい。 

 

６ 競 技 方 法 トーナメント方式、全試合３セットマッチで行う。３位決定戦は行わない。 

  男子・女子・混合各１チームを富山県代表として全国大会へ選出する。 

  男子・女子４チームを富山県代表として北信越大会へ選出する。 

 

７ チーム編成 ① 全ての大会（ブロック大会・地区大会）において、チームは監督１名、コーチ２ 

名、マネージャー１名、選手１４名以内とする。 

        ② 都道府県大会に出場するチームは、監督、コーチ、マネージャーは同一団体に限 

り変更できる。選手については、同一団体内で参加資格を満たしているものであ

れば、ブロック大会・地区大会時と違う選手に交代してもよい。ただし、同一団

体であっても他の部門に参加している場合には、大会期間中（予選から本大会）

は他のチームの構成員として参加することはできない。同じ部門に２チーム参加

している場合には、Ａチームのメンバーが１４名に満たない場合はＢチームのメ

ンバーから追加できる。 

※全国大会においても同一団体内で参加資格を有しているものであれば、都道府 

県大会時と違う選手に交代してもよい。 

③ 監督は成人であること。又、ベンチスタッフの１名以上は日本小学生バレーボー 

ル連盟主催の指導者講習会（一次・二次のいずれか）を受講した者、または公益

財団法人日本スポーツ協会認定バレーボールのスタートコーチ・コーチ１～４の

いずれかの資格保有か日本小学生バレーボール連盟認定指導者でなければなら

ない。 

又、試合時には証明書等を胸にさげていなければならない。 

        ④ 全国大会出場においても指導者資格は③と同様となる。 

⑤ ベンチスタッフは、ＪＶＡ-ＭＲＳに登録され、かつ、宣誓書を提出した者に限る 

（ＭＲＳに役員登録している方もチームスタッフとして登録が必要。）監督、コ

ーチ、マネージャーの服装は短パン不可とし、監督、コーチ、マネージャー章を

各チーム側で用意し、必ず左胸に付けること。 

ただし、小学生がベンチスタッフとして入る場合、短パンを認める。Ｔシャツの

色は他のベンチスタッフと異なってもよい。 

⑥ 成人のベンチスタッフは、日常子どもたちの健全育成を目指して指導に当たって 

いる都道府県大会実行委員会が認めた者であること。体罰、暴力、暴言、セクシ

ャルハラスメント等、子どもを指導するものとして不適切な行為を行っている者

の出場は認めない。 

⑦ 他都道府県在住であって、新年度の登録の際に移籍登録した選手はベンチには３ 

分の１以内とする。また、コート上には２名以内とする。他都道府県在住であっ

ても前年度までに登録していればこの制限の対象とはならない。監督は試合時に、

新年度移籍登録選手の番号を審判員と確認しておくこと。 

⑧ 混合の部では、コート内に男子及び女子が常に１人以上いること。 

 

８ 審 判 員 （公財）日本バレーボール協会ならびに富山県バレーボール協会公認審判員及び帯同 

審判員。 

 



９ 使 用 球 （公財）日本バレーボール協会が公認する人工皮革カラーボール 

「モルテンボール（Ｖ４Ｍ５０００－Ｌ）／ミカサボール（Ｖ４００Ｗ－Ｌ）」 

（円周６２～６４ｃｍ重量２２０～２４０ｇ）を使用し、男子・混合使用球：ミカサ、

女子使用球：モルテンとする。 

ボール内気圧については６人制競技規則に準ずる。 

 

10 表 彰 男子・女子各１位から３位まで、混合の１位から２位を表彰する。 

 

11 申 込 方 法 所定の県大会参加申込書（県小連様式）に記入、締切期日までに各ブロックの総務へ 

申し込むこと（申込書は県協会のホームページに掲載） 

出場全チームは、各申込書２部（１部はコピー可）及び JVA‐MRS 選手登録一覧 

表並びに、参加料  （６，０００円）を添えて、代表者会議の受付時（６／８）に提出

する。 

 

12 締 切 期 日 令和８年６月８日（月） （代表者会議受付時） 

 

13 代表者会議及び抽選会 

 

      令和８年 ６ 月 ８日（月） 受 付： 午後 ６ 時３０分より 

会 議： 午後 ７ 時００分開始 

       富山県総合体育センター １階 会議室 

 

※ 抽選会時は、各チーム監督を含め２名までとする。 

 

14 健康診断書  選手の健康診断は、申込責任者の承認によって済まされたこととみなす。    

                （各選手の試合当日の健康状態に十分注意し、父母の承認を得て出場させる。） 

 

15 そ の 他 ・選手の背番号は１～９９とするが、１から１４が望ましい。 

 

        ・ユニフォームの背番号等の色は、ルールに則って地の色と対照的な色を使用し、 

誰もが見え易いものにすること。 

  その他ユニフォームについて、日小連からの通知文書「一般社団法人日本小学生 

バレー―ボール連盟 2026 年度 競技取り扱いについて」を確認すること。 

 

・監督、コーチ、マネージャー章は、各チームで用意する。 

 

・スポーツ傷害保険には団体単位で必ず加入すること。 

 

・本大会に出場するチームは、事前に校区の小学校に連絡を済ませておくこと。 

 

   ・プラカード、チームプレート（Ａ４サイズ）を持参する。 

 

   ・ベンチのペットボトルの持ち込みについて、選手は不可とする。 

   指導者については、水滴の落下などに注意をしたうえでの持ち込みは許可する。 

 

   ・太鼓やラッパなどの大音量を発生する「鳴り物」での応援は不可とする。 

 

 

 

 

 


